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第３７４憲兵中隊は５月１７日、沖縄キャンプ・ハンセンの第三海兵遠征軍か

ら、５歳と４歳の黒のラブラドール・レトリーバーを迎えた。 

 

第３７４憲兵中隊軍用犬ハンドラーのミゲル・グアハルド軍曹は、先月、第

４５９空輸中隊の協力を得て、「スプラッシュ」と「アリー」を受け取るために

沖縄に向かった。 

 

グアハルド軍曹は、「急だったので、私が引き取りに行かなければならない

と言われた。第４５９空輸中隊が私の為にＣ－１２ヒューロンの飛行機を用

意してくれて、２頭を迎えに行くために一日中飛んだ。往路は４時間、復路は

５時間掛かった」と話す。 

 

２頭の犬たちは、海兵隊が通常の法執行機関で働く軍用犬のためにコンパ

クト化している派遣プログラムから来た。 

 

「海兵隊は元々、その犬たちを引退させるつもりだった。これらの犬たちは１

頭１０万ドルほどの価値がある。若くして退役することを知った時、私はすぐ

に連絡した」と第３７４憲兵中隊軍用犬犬舎責任者セス・シャノン技能軍曹は

言う。 

 

スプラッシュとアリーは、海兵隊の規定に合わせて訓練されたため、一般に

空軍で訓練されたジャーマンシェパードやベルジャンマリノアとは少し異なる

スキルを持っている。 

 

「これらの犬たちは、空軍の基準よりも３種類以上の爆発物の臭いを知っている。彼らは一つの任務、つまり探知のみ行い、噛み

つく訓練は受けていない。向かう場所で犬が誰かを噛まないかどうかを心配せず、リードを外して捜索させることができる」とシャノ

ン技能軍曹は言う。 

 

それによって空軍の軍用犬よりも遠くまで移動でき、リードを外した状態で様々なハンドシグナルを受け取ることができる。 

 

「彼らと一緒に仕事をするのは楽しいし、今までの仕事とは違う経験ができる。私が普段飼っている『フロリダ』という名前の犬と、こ

の犬たちは全く違う方法で捜索する。全ての犬が同じというわけではないので、一緒に過ごすうちに色んなことを学んでいく」とグア

ハルド軍曹は言う。 

 

このラブラドールを受け取ったことにより、第３７４憲兵中隊は１年ほど続いた軍用犬不足が解消された。これで、数年前から横田

にいる軍用犬を退役させても、任務に空白がでることはない。 

 

今はまだ、この２頭の軍用犬にハンドラーは就いていないが、今後数カ月以内に彼らのハンドラーが横田に到着する予定だ。 
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